
関
東
大
震
災
卯
年
に
よ
せ
て

亀戸事件犠牲者之碑（東京都江東区亀戸浄心寺）

」
に
な
っ
た
。
追
悼
会
の

企
画
、
運
営
に
た
ず
さ

わ
っ
た
が
、
実
相
を
広

め
伝
え
ね
ば
と
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
つ
く
り
を
手

が
け
、
今
な
お
、
生
か

さ
れ
て
い
る
。

横
綱
町
公
園
で
の
虐

殺
さ
れ
た
朝
鮮
人
追

悼
碑
前
の
つ
ど
い
に
は
、

亀
戸
事
件
追
悼
会
の
立
場
で
参
加
を
続
け
て
い
る
。

し
ば
し
ば
会
長
代
行
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
た
。

い
く
つ
か
の
団
体
代
表
が
、
事
件
の
解
説
や
現
情
勢

へ
の
決
意
を
語
る
中
、
自
分
の
認
識
、
思
い
を
、
自

分
の
こ
と
ば
と
心
し
て
き
た
。
今
な
お
政
府
が
、
報

告
せ
ず
隠
し
続
け
て
き
た
こ
と
、
古
里
を
追
わ
れ
日

本
に
生
き
つ
づ
け
る
術
を
求
め
て
き
た
人
々
の
人
生
、

文
字
通
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
な
ぶ
り
殺
さ
れ
た

重
さ
、
川
合
義
虎
ら
が
、
「
民
族
解
放
・
朝
鮮
労
働

者
と
の
連
帯
」
を
掲
げ
た
こ
と
、
「
自
由
主
義
史
観
」

の
人
々
が
「
大
虐
殺
で
は
な
か
っ
た
」
「
殺
さ
れ
た

人
に
も
殺
さ
れ
た
だ
け
の
わ
け
が
あ
っ
た
」
な
ど
事

件
の
「
倭
小
化
」
を
論
じ
て
い
る
等
々
、
そ
の
時
の

思
い
を
述
べ
て
き
た
。

「
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
の
画
家
責
任
を
闘

う
会
」
の
設
立

『
市
民
の
意
見
』
１
１
７
号
に
、
山
田
昭
次
氏
が

文
章
を
寄
せ
て
い
る
。
２
０
０
９
年
ま
で
の
動
き
に

つ
い
て
は
そ
れ
に
加
え
る
も
の
を
持
た
な
い
。
そ
れ

以
降
の
動
き
に
触
れ
る
。

２
０
１
０
年
９
月
、
「
関
東
大
震
災
朝
鮮
人

虐
殺
の
国
家
責
任
を
問
う
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

１
９
９
７
年
に
は
弁
護
士
連
合
会
が
発
し
た
、
震
災

。
齢
望
‐
‐
‐
：
．
．
●
矛
。
。
。
、
Ｚ
』
．
』
！
‐
や
鱒
Ｉ
‐
１
．

李
繍
掌
Ⅷ
》
麹
韓
倒
や
》
朝
驚
篭
鳳
燕

大
震
災
と
の
闇
わ
り

私
の
祖
父
は
、
明
治
の
末
、
亀
戸
３
丁
目
の
明
治

通
り
（
現
在
）
近
く
に
、
煮
豆
屋
（
惣
菜
店
）
を
開
き
、

繁
昌
し
た
と
い
う
。
関
東
大
震
災
後
、
亀
戸
天
神
近

く
に
、
ガ
ラ
ス
加
工
仕
上
業
を
開
き
、
大
空
蕊
ま
で

住
ん
で
い
た
（
私
の
生
育
地
）
。

私
は
現
職
中
は
、
教
職
員
組
合
と
し
て
、
亀
戸
事

件
追
悼
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
故
坪
田

利
雄
氏
（
追
悼
会
会
長
）
か
ら
の
声
も
か
か
り
、
退

職
後
す
ぐ
に
事
務
局
に
入
り
現
在
も
つ
づ
い
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
、
南
葛
労
働
会
事

務
所
（
川
合
義
虎
宅
）
が
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
こ
と

を
知
り
、
祖
父
の
こ
ろ
か
ら
の
つ
な
が
り
を
想
像
し
、

一
生
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
追
悼
会
の

鱈
塞
総
喜
久
治

市民の意見Ｎｏ．１３９２０１３/８／１ 1５

時
の
朝
鮮
人
、
中
国
人
の
虐
殺
、
こ
の
事
件
に
関
し

て
の
国
の
調
査
を
求
め
る
報
告
書
を
、
小
泉
首
相
（
当

時
）
に
提
出
し
、
こ
れ
を
う
け
、
目
的
と
し
て
、
以

下
の
３
つ
を
掲
げ
た
。

第
一
に
、
日
本
政
府
は
責
任
を
認
め
謝
罪
し
、
必

要
な
措
置
を
行
な
う
こ
と
。

第
二
に
、
日
本
政
府
は
犠
牲
者
や
そ
の
遺
族
に
つ

い
て
調
査
を
行
な
う
こ
と
。

第
三
に
、
日
本
政
府
は
虐
殺
事
件
の
調
査
結
果
と

資
料
の
恒
久
的
な
保
存
。
公
開
を
行
な
う
こ
と
。

会
の
共
同
代
表
と
し
て
、
美
徳
相
氏
（
在
日
韓

人
歴
史
資
料
館
長
）
、
石
橋
正
夫
氏
（
日
朝
協
会
会
長
）
、

山
田
昭
次
氏
（
立
教
大
学
教
員
）
を
ふ
く
め
、
長
年
に

わ
た
っ
て
調
査
、
追
悼
の
営
み
を
続
け
て
き
た
６
氏

が
あ
た
っ
た
。
事
務
局
長
と
し
て
、
田
中
正
敬
氏
（
専

修
大
学
教
授
）
が
就
任
し
た
。

卯
周
年
行
事
は
、
８
月
釦
日
（
土
）
明
治
大
学
を

会
場
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
、
周
年
、
剖
周
年
と
重

ね
て
き
て
、
実
行
委
員
会
は
、
山
田
朗
氏
（
明
治
大
学
．

歴
史
教
育
協
議
会
長
）
を
会
長
に
、
田
中
正
敬
氏
を
事

務
局
長
に
、
昨
年
か
ら
、
学
習
会
を
重
ね
な
が
ら
、

運
営
、
企
画
を
す
す
め
て
き
た
。
現
代
史
研
究
、
歴

史
教
育
、
大
震
災
研
究
、
平
和
友
好
運
動
、
事
跡
ほ

り
お
こ
し
、
継
承
な
ど
に
関
わ
る
人
々
が
参
加
し
て

い
る
．
学
習
会
で
は
、
震
災
後
の
都
市
計
画
Ｉ
同

潤
会
に
ふ
れ
て
ｌ
、
誤
殺
さ
れ
た
聾
唖
者
、
朝
鮮

人
留
学
生
の
動
向
、
官
憲
の
手
で
払
い
下
げ
ら
れ
た

朝
鮮
人
、
小
林
多
喜
二
の
亀
戸
事
件
へ
の
思
い
ｌ

平
沢
計
七
と
の
つ
な
が
り
ｌ
な
ど
、
今
ま
で
語
ら

れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
実
相
を
含
め
多
岐
に
語
ら
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れ
て
い
る
。

”
周
零
、
錨
周
年
へ
の
患
い

今
年
は
、
大
震
災
卯
周
年
目
の
年
で
あ
り
、
大
空

襲
銘
年
目
で
あ
る
。
平
和
運
動
の
中
心
を
「
空
襲
」

と
し
て
い
る
私
の
思
い
を
重
ね
て
み
る
と
、
一
貫

し
て
見
え
て
い
る
の
は
、
権
力
者
（
政
府
ほ
か
）
は
、

一
切
責
任
を
認
め
ず
、
実
相
を
隠
し
捻
じ
曲
げ
を
つ

づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
震
災
の
扱
い
だ
け
で

な
く
「
空
襲
」
に
対
し
て
も
、
戦
争
で
は
み
ん
な

が
苦
労
し
て
き
た
と
決
め
つ
け
、
家
財
産
だ
け
で
な

く
３
歳
で
家
族
全
員
が
殺
さ
れ
た
人
も
、
幼
な
い
兄

弟
３
人
が
３
年
間
浮
浪
児
生
活
を
強
い
ら
れ
た
ひ
と

も
、
足
を
奪
わ
れ
る
な
ど
の
一
生
を
お
く
る
人
も
み

な
「
自
己
責
任
」
と
も
い
え
る
扱
い
を
う
け
て
い

る
。
軍
関
係
者
に
は
、
卵
兆
円
余
り
と
い
う
税
金
を

支
給
し
つ
づ
け
、
「
神
様
」
扱
い
を
し
て
い
る
。
（
戦

中
の
日
本
は
、
一
時
金
だ
が
空
襲
被
災
者
に
支
給
し
て
い
た

し
ヘ
ド
イ
ッ
な
ど
世
界
大
戦
を
リ
ー
ド
し
た
一
国
で
は
、
軍
民

区
別
な
い
補
償
を
し
て
い
る
。
）
占
領
下
で
の
一
切
の
「
空

襲
報
道
」
の
禁
止
は
、
事
実
上
、
型
年
間
も
つ
づ
い
た
。

そ
の
間
、
ル
メ
イ
空
軍
総
司
令
官
に
「
勲
一
等
旭
日

大
授
章
」
を

授
与
す
る
な

ど
、
「
人
類

史
上
」
想
像

を
絶
す
る
措

置
を
し
て
い

る
。
大
震
災
時

葡

関東大震災時韓国・朝鮮人殉難者
追悼之碑／東京・墨田区八広

聾
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の
朝
鮮
人
虐
殺
に
対
し
「
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺

の
国
家
責
任
を
問
う
会
」
が
結
成
さ
れ
、
美
徳
相
氏

が
「
こ
れ
で
よ
う
や
く
日
本
人
と
手
を
結
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
空
襲
の
場
合
、
原
爆
被
害
者
に
は
「
放
射
能
」

に
限
定
し
た
、
医
療
費
な
ど
の
救
済
の
扱
い
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
８
月
の
大
規
模
な
追
悼
の
集
い
（
政

府
は
ゲ
ス
ト
）
を
し
て
き
た
。

３
年
前
、
結
成
さ
れ
た
全
国
空
襲
被
害
者
連
盟

は
、
原
爆
・
空
襲
の
場
合
、
「
死
者
」
を
軸
に
、
共

同
の
目
標
を
持
ち
、
「
補
償
救
済
」
の
立
法
化
に
足

を
踏
み
出
し
た
。
昨
年
、
「
空
襲
・
戦
災
を
記
録
す

る
会
」
の
全
国
集
会
で
、
そ
の
点
に
触
れ
報
告
し
た

が
、
ま
と
め
の
中
で
、
「
政
府
の
分
断
政
策
を
乗
り

越
え
、
踏
み
出
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
運
動
の
大

き
な
う
ね
り
に
な
る
に
は
、
粘
り
強
い
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

長
年
の
運
動
の
違
い
、
作
ら
れ
た
偏
見
を
の
り
こ

え
る
に
は
、
一
層
の
運
動
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

卯
周
年
実
行
委
員
会
の
学
習
会
で
講
演
し
た
藤
田

広
登
氏
は
、
「
ほ
と
ん
ど
の
人
が
亀
戸
事
件
に
つ
い

て
知
っ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
い
た
」
と
語
っ
て
い
た

が
、
実
態
は
、
「
空
襲
」
も
同
じ
。
あ
せ
ら
ず
、
あ

き
ら
め
ず
活
動
を
つ
づ
け
る
思
い
で
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
。

（
え
の
も
と
。
き
く
じ
／
東
京
空
襲
遺
族
会
副
会
長
、
亀
戸

事
件
追
悼
会
副
会
長
）

＊
「
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
の
国
家
責
任
を
閲
旦
亘
の
問
い

合
わ
せ
先

電
話
０
８
０
１
９
４
１
４
１
０
９
０
１
（
田
中
）

＊
亀
戸
事
件
１
９
２
３
（
大
正
⑫
）
年
９
月
１
日
、
関
東
大
震

災
が
起
き
、
被
災
者
の
救
援
活
動
を
し
て
い
た
川
合
義
虎
、
平
沢

計
七
、
社
会
主
義
者
、
労
働
者
ら
皿
人
が
、
９
月
３
日
、
捕
ら
わ

れ
、
亀
戸
警
察
署
に
留
置
さ
れ
た
。
９
月
５
日
未
明
、
近
衛
師
団

習
志
野
騎
兵
喝
連
隊
に
よ
っ
て
、
刺
殺
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
、
１
ヵ

月
後
の
加
月
に
警
察
に
よ
り
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
「
戒
厳
令

下
の
適
正
な
軍
の
行
動
」
と
し
て
不
問
に
さ
れ
た
。

＊
川
合
義
虎
（
か
わ
い
・
よ
し
と
ら
／
１
９
０
２
～
１
９
２
３
）

生
ま
れ
は
、
長
野
県
上
田
市
。
父
と
と
も
に
、
足
尾
、
秋
田
、
日

立
な
ど
の
鉱
山
を
転
々
し
た
の
ち
上
京
。
１
９
２
２
年
、
日
本
共

産
党
の
創
立
と
と
も
に
、
入
党
。
渡
辺
正
之
輔
ら
と
南
葛
飾
労
働

会
を
結
成
。
関
東
大
震
災
後
の
９
月
５
日
未
明
、
近
衛
師
団
に
よ

り
刺
殺
さ
れ
た
（
亀
戸
事
件
）
。
享
年
型
。

＊
平
沢
計
七
（
ひ
ら
さ
わ
・
け
い
し
ち
／
１
８
８
９
～
１
９
２
３
）

生
ま
れ
は
、
新
潟
県
小
千
谷
市
。
明
治
大
正
期
の
労
働
運
動
家
、

作
家
。
日
本
鉄
道
時
代
に
友
愛
会
に
入
会
、
そ
の
後
、
１
９
１
９

年
純
労
働
者
組
合
を
結
成
。
労
働
者
向
け
の
劇
団
を
組
織
し
、
労

働
争
議
の
指
導
に
当
た
っ
た
。
関
東
大
震
災
後
の
９
月
５
日
未
明
、

近
衛
師
団
に
よ
り
刺
殺
さ
れ
た
（
亀
戸
事
件
）
。
享
年
弘
。

＊
ル
メ
イ
空
軍
総
司
令
官
カ
ー
チ
ス
・
ル
メ
イ
（
１
９
２
８

～
１
９
６
５
）
元
ア
メ
リ
カ
空
軍
大
将
（
空
軍
参
謀
総
長
）
。

１
９
４
５
年
３
月
Ⅲ
日
の
東
京
大
空
襲
を
指
揮
。
（
当
時
、
少
将
）

１
９
６
４
年
、
日
本
政
府
は
、
航
空
自
衛
隊
の
創
設
に
寄
与
し
た

と
し
て
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
を
授
与
し
た
。
享
年
記
。

＊
集
会
の
ご
案
内


